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1.休学の定義 

以下の事由等により、2 ヵ月以上授業に出席できない学生は、休学を願い出ることができます。 

・怪我・疾病 

・経済事情 

・その他   ※休学の理由が正当なものと認められる場合、休学を許可します。 

 

2. 休学期間等 

休学は原則として、当該学期に限り許可されます。ただし、事情によっては、再度、面接およびアジア太平洋研究科運営委員会

の承認を得ることにより、引き続き休学を認められることもあります。その場合、半期ごとに休学願を提出する必要があります。ただし、

休学は、在籍期間中通算し、修士課程においては 2 年(4 学期)、博士課程においては 3 年（6 学期）を超えることはできませ

ん。 

 

3. 在学年数の取り扱い 

休学期間は、在学年数に算入しません（休学した分だけ卒業までの期間が延びます。） 

 

4．休学の申請期間と所定費について 

  休学は所定の期間に申請を行う必要があります。また、申請期間によって学費等が異なります。 

（前期休学） 

休学申請日 休学申請可否 学費等 

4 月 30 日まで ○ 在籍料 5 万円＋学生健康増進互助会費 1500 円 

5 月 1 日から 5 月 31 日 ○ 前期 所定学費＋学生健康増進互助会費 1500 円 

6 月 1 日から 9 月 20 日  ×（前期の休学を認めない） 前期 所定学費＋学生健康増進互助会費 1500 円 

*4 月入学と同時に休学する場合は申請時期に関わらず、所定学費を納入することが必要です。 

 

（後期休学） 

休学申請日 休学申請可否 学費等 

10 月 31 日まで ○ 在籍料 5 万円＋学生健康増進互助会費 1500 円 

11 月 1 日から 11 月 30 日 ○ 後期 所定学費＋学生健康増進互助会費 1500 円 

12 月 1 日から翌年 3 月 31 日 ×（後期の休学を認めない） 後期 所定学費＋学生健康増進互助会費 1500 円 

*9 月入学と同時に休学する場合は申請時期に関わらず、所定学費を納入することが必要です。 

 

５．休学中の注意事項について 

  ・休学中も重要なお知らせが届くことがあります。MyWaseda や Waseda メールを定期的に確認してください。 

  ・在留資格「留学」で在学している外国人留学生は、本国への帰国または他の在留資格の取得が必要です。 

  ・休学に伴い本国へ帰国した場合、復学の際はビザの再取得が必要になります。再取得手続きを前もって行わないと、新学期 

に間に合わせて入国することが難しくなります。遅くとも復学の 2 ヶ月前までには、留学センターに手続の確認の連絡をしてくだ 

さい。早稲田大学 VISA STATUS | Waseda University (cie-waseda.jp) 

・奨学金を受給している場合は、停止・返還等の手続きが必要な場合がありますため、必ず事前に奨学課にご相談ください。 

・博士後期課程の学生は、休学中は中間評価会の開催と博士論文の提出はできませんので、ご注意ください。 

  



 

6.休学申請方法について 

１．休学について、指導教員に相談し、許可をもらってください。指導教員から申請学期の休学を許可する旨が記載された 

メールをもらうようにしてください。 

２．指定フォーマットをダウンロードし、ご自身と保護者等の直筆サインをそれぞれ記入してください。 

保護者等が海外に在住の場合サインはスキャンデータでも可としますが、必ず申請書にサインをもらってください。 

    3. 所定の申請フォームより、休学願を提出してください。休学を許可する旨が記載されている指導教員とご自身のメールの 

やりとりを PDF 化し、申請フォームに添付してください。申請フォームからの申請以外の方法（メールや郵送、事務所での 

直接の提出）は受け付けておりません。 

４．休学の申請はアジア太平洋研究科運営委員会で承認される必要があります。承認後に事務所から、申請者本人の 

Waseda メールに申請許可通知が届きます。委員会は月に１回程度の開催頻度のため、承認までには時間がかかり 

ますのでご了承ください。 

 

７. 休学中の学費について 

休学をした場合、「4．休学の申請期間と所定費について」に記載されている金額を徴収します。 

修士課程の場合、標準修業最終学期(2 年目第 2 学期)に休学をすると、校友会費※本学出身者で納入済の方は除く

（40,000 円）が加算されます。 

入学と同時に休学をした場合、本学の規則上、入学手続時にお支払いいただいた第 1 学期の 

学費等(修士課程の場合:688,000 円、博士後期課程の場合:389,000 円)は返金されず、復学後の学期の学費等にも充

当されませんのでご了承ください。  

 

また、１年目に休学を行った場合、休学中、復学後の学費は下記のようになりますのでご了承ください。 

下記の休学予定とは異なる予定を持っており、学費の詳細を確認されたい場合は休学申請前に事務所にお問い合わせくださ

い。 

★パターン 1. 入学直後(1 年目の第一学期)に休学を行った場合の、標準修業年限分の学費額 

【修士】 

学期 １年目第 1 学期 １年目第 2 学期 2 年目第 1 学期 2 年目第 2 学期 3 年目第 1 学期 

在籍状態 休学 在学 在学 在学 在学 

請求学費等 688,000 円 688,000 円 788,000 円 788,000 円 788,000 円 

【博士】 

学期 １年目第 1 学期 １年目第 2 学期 2 年目第 1 学期 

2 年目第 2 学期 

3 年目第 1 学期 

3 年目第 2 学期 

4 年目第 1 学期 

在籍状態 休学 在学 在学 在学 在学 

請求学費等 389,000 円 389,000 円 489,000 円 489,000 円 489,000 円 

 

★パターン 2. 1 年目の第２学期に休学を行った場合の、標準修業年限分の学費額 

【修士】 

学期 １年目第 1 学期 １年目第 2 学期 2 年目第 1 学期 2 年目第 2 学期 3 年目第 1 学期 

在籍状態 在学 休学 在学 在学 在学 

請求学費等 688,000 円 51,500 円 788,000 円 788,000 円 788,000 円 

【博士】 

学期 １年目第 1 学期 １年目第 2 学期 2 年目第 1 学期 

2 年目第 2 学期 

3 年目第 1 学期 

3 年目第 2 学期 

4 年目第 1 学期 

在籍状態 在学 休学 在学 在学 在学 

請求学費等 389,000 円 51,500 円 489,000 円 489,000 円 489,000 円 

  

 


